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に
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描

け
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告

　
　
「
み
づ
ゑ
」
の
小
史

「
み
づ
ゑ
」
は
明
泊
三
十
八
年
七
月
大
下
藤
次
郎

の
創
刊

に

し
て
本
邦

に
於
け
る
水
彩
畫
專
門
研
究

の
最
初
且
つ
唯

一

の
雜
誌
な
る
の
み
な
ら
ず
現
存
洋
畫
雜

誌
中
に
て
最
古

の

歴
史
を
有
す
る
も
の
の

一
な
り
四
十
四
年
十
月
大
下
死
去

の
後
は
同
人
事
業
の
記
念
と
し
て
遺
族
大
下
春
子
及
び
同

正
男
に
於
て
繼
續
經
營

す
る
こ
と
と
な
り
故

人

の
親
友
及

び
門
下
生
そ

の
他
斯
道
專
門
家

の
賛
助
を
得

て
引
き

つ
ゞ

き
發

行
す
發
刊

以
來
八
星
霜

の
間
期
日
を
愆

ま
た
ず
毎
月

一
回
づ
ゝ
發
兌

し
て
今
日
に
至
れ
り


